
















Study of the Association of Amami Expatriates in Brazil
Abstract：It is a well-known fact that immigrants from the islands of Amami in southern Japan 
have formed kyoyukai, or compatriot associations, to support each other in building their lives in 
host countries.
　The Association of Amami Expatriates in Brazil （Amamikai Brazil） is one such organization 
established in a country thatʼs the farthest from the immigrantsʼ hometown of Amami. This 
paper will take Amamikai Brazil as a case study in an attempt to shed light on the creation of 
this organization in Brazil, its approaches to passing on its culture to younger generations, and its 
eventual demise by analyzing photographs and video recordings taken in Brazil as well as inter-
views conducted there.
　Brazil Amamikai is similar to other Amami expatriate associations in that its purpose of estab-
lishment, defined at the time of the establishment of its predecessor Amami Doshikai, was to pro-







associations in several aspects. For example, while Amamikai are typically small social units 
formed by a group of people from the same shima, or community, Amamikai Brazil was based on 
a larger framework, bringing together people from the whole of Amami regardless of their shima 
origin or whether they were from Amami Oshima or other islands. Also the distinct feature of 
Amamikai Brazil is that its primary purpose of establishment was changed to ‶building an 
assembly hall" when Amami Doshikai was transformed into Amamikai Brazil. The organization 
was created despite the presence of a group people opposed to the building of the assembly hall. 
It then raised funding for the hallʼs construction with help from their homeland, and aggressively 
pushed through the building project in defiance of opposition. Although the construction of the 
assembly hall was completed, Amamikai Brazil later split up and ownership of the building was 
transferred to another organization. The author of this paper succeeded in shedding light on the 
previously untold story of the creation and the demise of Amamikai Brazil through interviews in 














































































































































































































































































































































































































































































































































　1978年 1月 1日、資金不足で途中工事の中止もあったが、約 7年の月日を費やして建設された
「ブラジル奄美会館」が竣工した。この日、新年祝賀会が催され、紅白歌合戦などをして盛り上がっ









































































に 4月開催の各地区対抗フットボール試合（4月 30日オーリョパカエンブー敷地内）と、7月 23日










































































　1994年 4月 24日、サンパウロのヴィラカホン区にある「日伯文化体育会館」で「奄美大島移住 75
周年記念式典」が「奄美交友会」（高田基治会長）主催で開催した。奄美からも宇検村の元山三郎市
長ほか職員 2名がブラジルへ赴き、代読で大島支庁や瀬戸内町長、天城町長らの祝賀メッセージを読
















HATSUKO SAN e SHIGUEHIROが姉夫婦の名前である）に「記念」として渡すため複製したもの
である。この映像集を姉夫婦の HATSUKOさんのところで見せてもらっていたとき、筆者にも、と
複製を作成してくれた。
　この映像集の内容は大きく分けて 10の章に分かれている。映像の総時間数は 2時間 6分 59秒。先
の「奄美大島移住 75周年記念式典」の写真は、その映像から筆者が静止画を撮影したものである。
写真 4　「奄美大島移住 75周年記念式典」写真 3　「おどりまつり映像集」玉利氏より
写真 5　「奄美大島移住 75周年記念式典」 写真 6　「奄美大島移住 75周年記念式典」





行事名 日付 場所 内容 映像時間
1 奄美大島移住 75周年祭 1994⊘04⊘24 奄美会館 楽屋から始まり舞台へ。計 9演目所収 約 30分
2 祝敬老会 1995⊘03⊘13 奄美会館 約 18分
3 鹿児島県人家族慰安演芸大会 1997⊘08⊘28 不明 「島育ち」 約 12分
4 第 2回級集ブロック親睦芸能大会 1997⊘11⊘09 不明 約 10分
5 第 30回家族慰安演芸会 1998⊘09⊘27 不明 「島育ち」「月の白浜」 約 8 分
6 奄美ブラジル移住 80周年祭 1998⊘10⊘08 奄美会館 「六調」 約 7 分
7 ブラジル鹿児島県人 85周年祭 1998⊘10⊘11 「島育ち」 約 20分
8 UNDOKAI 不明 沖縄協和会館 「浪花節だよ人生は」 約 20分
9 不明 1994⊘04⊘25 不明 「六調」 約 6 分


















































































































































































































































































































































ふるさと 100人応援団名鑑（PDFファイル）』　56︲78頁（2019年 5月 28日最終アクセス）
（11）　東京奄美会 HP（http:⊘⊘www.tokyo-amamikai.com⊘）、関西奄美会 HP（https:⊘⊘kansai-amamikai.com⊘）
（共に 2019年 5月 28日最終アクセス）
（12）　注（ 8）前掲書『宇検村誌　自然・通史編』1028頁
（13）　注（ 8）前掲書『宇検村誌　自然・通史編』1028頁
（14）　2018年 9月 23日練馬区役所本庁舎地下 2階多目的会議室で「第 41回練馬奄美会総会・懇親会」が開
催され、約 120人が参加し、シマウタなどの余興を楽しみ、交流を深めた。

















（20）　大島新聞　1963　（昭和 38）年 8月 13日付
（21）　『ブラジル鹿児島県人会　創立 90周年記念誌　1913年～2003年』　88︲89頁
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（22）　南海日日新聞　1968（昭和 43）年 8月 20日
（23）　注（21）前掲書　89頁
（24）　サンデー奄美　1969（昭和 44）年 6月 15日第 45号
（25）　南海日日新聞　1969（昭和 44）年 6月 3日付




（30）　サンデー奄美　1970（昭和 45）年 3月 15日第 53号
（31）　サンデー奄美　1971（昭和 46）年 1月 3日第 62号
（32）　サンデー奄美　1971（昭和 46）年 4月 4日第 65号。翌 5月 2日発行の第 66号には「ブラジル奄美会　
会館設立趣意書」が掲載された。
（33）　サンデー奄美　1971（昭和 46）年 10月 3日第 71号
（34）　サンデー奄美　1973（昭和 48）年 10月 7日第 95号
（35）　サンデー奄美　1975（昭和 50）年 3月 2日第 112号
（36）　サンデー奄美　1975（昭和 50）年 8月 3日第 117号
（37）　サンデー奄美　1976（昭和 51）年 6月 6日第 127号
（38）　サンデー奄美　1972（昭和 47）年 10月 1日第 83号
（39）　サンデー奄美　1973（昭和 48）年 3月 4日第 88号
（40）　サンデー奄美　1974（昭和 49）年 6月 2日第 103号
（41）　注（36）前掲誌
（42）　注（37）前掲誌
（43）　サンデー奄美　1975（昭和 50）年 9月 7日第 118号
（44）　サンデー奄美　1975（昭和 50）年 10月 5日第 119号
（45）　サンデー奄美　1976（昭和 51）年 1月 4日第 122号
（46）　サンデー奄美　1976（昭和 52）年 3月 7日第 124号
（47）　注（38）前掲誌
（48）　サンデー奄美　1978（昭和 53）年 3月 5日第 148号
（49）　サンデー奄美　1978（昭和 53）年 8月 6日第 153号
（50）　注（21）前掲誌




（54）　注（52）前掲書　写真番号 143「昭和 40年 2月 29日　鹿児島県人会主催の祝賀で演ずる奄美出身者の
子弟」　提供山田米三（名瀬市）
（55）　サンデー奄美　1971（昭和 46）年 5月 2日第 66号
（56）　注（34）前掲誌
（57）　サンデー奄美　1972（昭和 47）年 3月 5日第 76号
（58）　注（35）前掲誌
（59）　サンデー奄美　1978（昭和 53）年 10月 1日第 155号
（60）　サンデー奄美　1982（昭和 57）年 9月 5日第 202号
（61）　サンデー奄美　1984（昭和 59）年 1月 1日第 218号
（62）　サンデー奄美　1984（昭和 59）年 10月 7日第 227号
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ブラジルにおける奄美郷友会の研究
（63）　サンデー奄美　1984（昭和 59）年 11月 4日第 228号












（66）　サンデー奄美　1994（平成 6）年 8月 7日第 345号




（69）　南海日日新聞　1998（平成 10）年 9月 9日
（70）　南海日日新聞　1998年 11月 4日付「ブラジルの大地で　奄美移民 80年の軌跡」《1》。奄美の地域紙で
ある南海日日新聞では 1998年 11月 4日から「ブラジルの大地で　奄美移民 80年の軌跡」という連載を開
始。連載終了後には写真展も開催してブラジル移民 80周年を祝った。
（71）　南海日日新聞　1998（平成 10）年 11月 10日付
（72）　サンデー奄美　1976（昭和 51）年 7月 4日付
（73）　2018年 2月 21日サンパウロ市内の FKさんの長女が経営する会社事務所にて聞き取りを行った。FK
さんは 1944年生まれ、1957年渡伯。
（74）　注（21）前掲書　89頁










世・三世約 18人が参加した。その内 16人は宇検村関係者で、同年 7月に宇検村長らが訪伯したことへの返
礼の気持ちから宇検村へも足を延ばし、村人と交流を図った。
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